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１ 比内地鶏需要回復緊急対策事業（新規）

畜産振興課

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う外食需要の大きな落ち込みにより、比内地鶏の

在庫が急増していることから、不特定多数の人の集いが生じない学校給食や社食・中食等

での消費拡大を図る。

１ 事業内容

(1) 学校給食等利用促進事業

学校給食等での利用促進を図るため、通常使用されている鶏肉との価格差を補てん

する。

ア 実施対象 県内の全小中学校（５回）、高齢者施設（２回）

イ 利 用 量 11ｔ

(2) 社食・中食等利用促進事業

緊急的に需要の拡大を図るために行う割引き販売に対して支援する。

ア 実施対象 社員食堂、コンビニエンスストア、小売店等

イ 利 用 量 40ｔ

ウ 補 助 率 １／２以内

２ 事業主体

(1)：県

(2)：県内比内地鶏流通業者

３ 予算額

５５，１９６千円 一般財源 ５５，１９６千円

(1)：２９，１９６千円 委託料 ２９，１９６千円

(2)：２６，０００千円 負担金補助及び交付金 ２６，０００千円

４ 事業年度

令和２年度

【参 考】主要業者における比内地鶏の期末在庫量

29ｔ

81ｔ

平成31年３月末 令和２年３月末

＋52ｔ

-2-



２ 県産水産物供給平準化事業（新規）

水産漁港課

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う外食需要等の大きな落ち込みにより、魚価が下

落していることから、水揚げされた魚介類の一部を買い上げ、加工用として一定期間冷凍

保管することにより、供給の平準化と価格の安定を図る。

１ 事業内容

(1) 冷凍体制整備事業

ア 助成対象 冷凍機器の導入（冷凍パン、脱パン機等）

イ 補 助 率 １／２以内

ウ 処 理 量 750kg／日（冷凍パン500個 × 1.5kg／個）

エ 対象魚種 マダイ、ヒラメ、サクラマスなど比較的単価の高い魚種

(2) 冷凍保管支援事業

ア 助成対象 冷凍保管経費

イ 補 助 率 １／２以内

ウ 保 管 量 15ｔ／月（750kg／日 × 月平均出漁日数：20日）

２ 事業主体

秋田県漁業協同組合

３ 予算額

６，５５０千円 一般財源 ６，５５０千円

(1)：２，９５０千円 負担金補助及び交付金 ２，９５０千円

(2)：３，６００千円 負担金補助及び交付金 ３，６００千円

４ 事業年度

令和２年度

【参 考】導入機器のイメージ

左図：冷凍パン

（金属製の容器）

右図：脱パン機

（冷凍パンから中身を

取り出す機械）
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